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1．はじめに
1.1 湖底での塩分流⼊状況の可視化

1. シミュレーションと観測 2. 窪地内の⽔塊の拡散概況 3. 詳細な窪地内の⽔塊拡散状況
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本庄周辺拡⼤

1.2 中海・宍道湖のシミュレーションモデル
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1. シミュレーションと観測 2. 窪地内の⽔塊の拡散概況 3. 詳細な窪地内の⽔塊拡散状況

中海湖⼼の塩分のシミュレーション（2011〜2020）
1.3 シミュレーションの結果

上層塩分

下層塩分

中海湖⼼
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1. シミュレーションと観測 2. 窪地内の⽔塊の拡散概況 3. 詳細な窪地内の⽔塊拡散状況



1.4 宍道湖湖⼼でのシミュレーション結果
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上層⽔温

下層⽔温

上層塩分

下層塩分

上層⽔温

下層⽔温

上層塩分

下層塩分

外海条件︓美保関⽔位 外海条件︓境⽔位
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1.5 現地における観測との⽐較
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細井沖窪地の流れ・塩分の鉛直分布の時間変動 （湖底基準） (2014/7/15〜8/7)
① ② ③① 流れ

表層〜中層で最⼤20〜10cm/s程度
⾵の変化に伴い，鉛直・時間的に複雑な流れ
底層の流れは微弱

塩分
⾵の変化に伴い塩分躍層の鉛直的な変動
①周期的な⾵による１⽇周期の躍層変動
②⻄⾵による躍層深度の下降
③南⾵による⾼塩分層の上昇
湖底直上（3m程度）の塩分変動は⼩さい

⾵（北向－東向成分）

流速（湾軸⽅向︓ 流⼊⽅向＋）

塩分

(⾼杉⽒提供データ）

1. シミュレーションと観測 2. 窪地内の⽔塊の拡散概況 3. 詳細な窪地内の⽔塊拡散状況

(私のシミュレーション︓場所は安来港沖）



1.6 現地観測による窪地の流れ

7

0

2

4

6

8

⽶⼦側への流れ
をプラス

流れの正⽅向

ｍ

細井沖窪地周辺の流れ (2023/11/9)
（Hydrosurveyorによる観測）

1. シミュレーションと観測 2. 窪地内の⽔塊の拡散概況 3. 詳細な窪地内の⽔塊拡散状況

0.3

0.2

0.1

0.0

-0.1

-0.2

-0.3

m/s

2.1 浚渫窪地内の⽔塊の拡散状況 (1)
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1. シミュレーションと観測 2. 窪地内の⽔塊の拡散概況 3. 詳細な窪地内の⽔塊拡散状況



2.2 浚渫窪地内の⽔塊の拡散状況 (2)

メッシュ平均 メッシュ最⼤値
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1. シミュレーションと観測 2. 窪地内の⽔塊の拡散概況 3. 詳細な窪地内の⽔塊拡散状況

2.3 浚渫窪地内の⽔塊の拡散状況 (3)

中海湖⼼

⽶⼦湾中央
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2.4 細井沖窪地内の滞留時間と塩分
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滞留時間（⽇）

塩分（psu）

1. シミュレーションと観測 2. 窪地内の⽔塊の拡散概況 3. 詳細な窪地内の⽔塊拡散状況
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3.1 浚渫窪地⽔塊の拡散と塩分躍層
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1. シミュレーションと観測 2. 窪地内の⽔塊の拡散概況 3. 詳細な窪地内の⽔塊拡散状況



3.2 ⾵速3m/s時の⽔塊の拡散状況
Case 1: 
塩分躍層なし

Case 2: 
塩分躍層位置低

Case 3: 
塩分躍層位置⾼
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⾵向

1. シミュレーションと観測 2. 窪地内の⽔塊の拡散概況 3. 詳細な窪地内の⽔塊拡散状況

3.3 ⾵速6m/s時の⽔塊の拡散状況
Case 1: 
塩分躍層なし

Case 2: 
塩分躍層位置低

Case 3: 
塩分躍層位置⾼
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⾵向

1. シミュレーションと観測 2. 窪地内の⽔塊の拡散概況 3. 詳細な窪地内の⽔塊拡散状況



3.4 ⾵速6m/s時の流れ（東⻄成分）の状況
Case 1: 
塩分躍層なし

Case 2: 
塩分躍層位置低

Case 3: 
塩分躍層位置⾼
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⾵向

1. シミュレーションと観測 2. 窪地内の⽔塊の拡散概況 3. 詳細な窪地内の⽔塊拡散状況

3.5 ⾵速12m/s時の⽔塊の拡散状況
Case 1: 
塩分躍層なし

Case 2: 
塩分躍層位置低

Case 3: 
塩分躍層位置⾼
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⾵向

1. シミュレーションと観測 2. 窪地内の⽔塊の拡散概況 3. 詳細な窪地内の⽔塊拡散状況



3.6 独⽴系浚渫窪地の影響
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1. シミュレーションと観測 2. 窪地内の⽔塊の拡散概況 3. 詳細な窪地内の⽔塊拡散状況

3.7 浚渫窪地内のトレーサー投⼊状況
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トレーサー投⼊条件︓原地盤⾼以深 / 毎年7⽉〜9⽉の3ヶ⽉間

細井沖浚渫窪地 錦海ー穂⽇島町沖浚渫窪地

1. シミュレーションと観測 2. 窪地内の⽔塊の拡散概況 3. 詳細な窪地内の⽔塊拡散状況



3.8 浚渫窪地内のトレーサー分布状況
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おまけ︓ 近年の海⾯上昇の影響
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